
様式 A  生命工学 （前澤） 

科目にかかわる情報 

科目の 

基本 

情報 

授業科目 

（欧文） 

生命工学 

Biotechnology 
単位 ２ 

一般・専門の別・ 

学習の分野 

一般・自然科学系基礎 

・共通 
授業形態・学期 講義・前期 

対象学生 ＭＳ－１，ＥＣ－１ 必修・選択の別 選択 

担当教員・所属  前澤孝信・総合理工学科・先進科学系 

科目の 

学習・ 

教育内 

容にか 

かわる 

情報 

基礎となる学問分野  生物学／生物科学 

専攻科学習目標との

関連 

 本科目は専攻科学習目標「(1)数学，物理を中心とした自然科学系の

科目に関する知識を深め，機械・制御システム工学および電子・情報

システム工学に関する基礎学力として応用する能力を身につける。」

に相当する科目である。 

技術者教育 

プログラムとの関連 

 本科目が主体とする学習・教育目標は「（Ａ）技術に関する基礎知識の

深化，Ａ－１：工学に関する基礎知識として，自然科学の幅広い分野の

知識を修得し，説明できること」である。 

授業の概要 

 生命工学は, 医学や農学をはじめとした生命科学分野に大きな貢献を

している。その中心となる技術が遺伝子工学であり,近年 iPS 細胞の作成

により注目度を増している。本講義では,遺伝子工学についての基本的説

明からその技術の応用に至るまで体系的に解説する。 

学習目的 
 遺伝子工学がどのような技術に基づくのか, どのようなことに貢献す

るのかを学ぶとともに, 自らの分野へどう応用できるのかを考える。 

到達目標 

１.生物に共通した遺伝情報である DNAの性質について理解する。 

２.遺伝子を用いた工学技術について理解する。 

３.人間活動と地球環境との関係を理解する。 

履修上の注意 

本科目は「授業時間外の学習を必修とする科目」である。１単位あた

り授業時間として１５単位時間開講するが，これ以外に３０単位時間の

学習が必修となる。これらの学習については担当教員の指示に従うこと。 

履修のアドバイス 
生物学の基礎知識がなくても理解できるように基本的な事柄から説明

するので, 少しでも興味があれば積極的に受講してもらいたい。 

基礎科目 化学Ⅰ（２年）、化学Ⅱ（３）、生命科学Ⅰ（４）、生命科学Ⅱ（５） 

関連科目 化学特論（４年） 

 

 

 

 

 

 

 



様式 B  生命工学 （前澤） 

授業にかかわる情報 

授業の方法 

配布資料をもとに板書により解説しながら要点を解説する。適時, 授業内容に

即したレポート課題を出し、復習と自主学習を促す。なお，本科目は前期開講科

目である。 

 

 
授 

業

計 

画 

開講週 
授業時間内の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

授業時間外の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

前 

 

 
期 

 

１週 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 

７週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

 

15 週 

 

● ガイダンス：生命工学とは 

● 生物の設計図 DNA 

● セントラルドグマ 

● 転写因子 

● 遺伝子増幅法（PCR 法） 

● DNA配列の解読法 

 ● DNA 型鑑定 

● 遺伝子組み換え食品 

● 遺伝子治療 

● ES 細胞 

● iPS細胞 

● 不妊治療 

● 第三の生物：ヒト 

● 遺伝子組換え生物の応用例１ 

（前期末試験） 

●前期末試験の返却と解答解説 

学習内容（予定） 

1. 生物の定義 

2. DNA の構造 

3. 遺伝暗号 

4. 転写因子の機能 

5. PCR 法の応用 

6. DNA配列の解読法 

7. DNA型鑑定 

 

 

8. ES 細胞の倫理的問題点 

9. iPS細胞の作製法 

10. 不妊治療法 

11. ヒトの特徴 

教科書，教材等 

 教科書は指定せず, 授業中に適宜プリントを配布する。 

 参考書： 講談社「バイオテクノロジーテキストシリーズ 遺伝子工学」 

     実教出版「生命科学のための基礎シリーズ 先端技術と倫理」 

成績評価方法 
期末試験の得点 (70%) に，各定期試験までのレポートをこれに加味 (30%) し

て評価する。再試験は実施しない。 

受講上のアドバイス 

レポート課題は期限を厳守すること。授業の時間の半分を経過した時点で欠席

として扱う。講義やそれに関連したことで疑問があれば,積極的に質問し,理解を

深めて欲しい。 

 
 
 
 
 
 



ルーブリック 

 理想的なレベルの目安（優） 標準的なレベルの目安（良） 未到達レベルの目安（不可） 

評価項目 1 

生物に共通した遺伝情報であ

る DNAの性質について理解し、

その利点を説明できる 

生物に共通した遺伝情報であ

る DNA の性質について説明で

きる 

生物に共通した遺伝情報で

ある DNAの性質について説明

できない 

評価項目 2 

遺伝子を用いた工学技術につ

いて理解し、社会にどう役立っ

ているかを説明できる 

遺伝子を用いた工学技術につ

いて説明できる 

遺伝子を用いた工学技術に

ついて説明できない 

評価項目 3 

人間活動の地球環境への影響

を理解し、現代人のとるべき行

動について考えを説明できる 

人間活動と地球環境との関係

を説明できる 

人間活動と地球環境との関

係を説明できない 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 自己評価 課題 小テスト 合計 

総合評価割

合 
70 0 0 0 30 0 100 

基礎的能力 70 0 0 0 30 0 100 

専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 

分野横断的

能力 
0 0 0 0 0 0 0 

 


